



































 本稿では南京市内の地名が幾つか登場するが、理解を進めるために 3 枚の地図を提示す
る。1 枚目は 1898 年にフランス人宣教師 Louis Gaillard が作製、刊行した『江寧府城図』
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である(1)。この地図には 1908 年までの旅行記に登場する主な地名を掲げた。これは本稿
での〈Ⅰ-a 清末(1)〉の時期に相当する【図 A 江寧府城図】。1908 年 12 月に下関よ
り城内の中正街まで寧省鉄道（城内鉄道）が完成し(2)、1910 年 6 月から 11 月にかけて城
内で南洋勧業会が開催される(3)。旅行記にもこれらに関する記述が登場するようになるの








〈Ⅲ 民国期(2)〉の時期が該当する。3 枚目の地図は国民政府時期の 1928 年 8 月に修正
・刊行された『 新首都城市全図』であるが、本稿の対象とする時期以降に当たるので、
参考程度に掲げることとしたい【図 C 新首都城市全図】。 
 
Ⅰ-a 清末（1）：～1908 年 












                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(1) 老地図・南京旧影シリーズ。南京出版社、2012 年。 
(2) 夏維中・張鉄宝・王剛編『南京通史・清代巻』南京出版社、2014 年、p.503。 
(3) 同上、第九章第六節第五項「南洋勧業会」。 
(4) 老地図・南京旧影シリーズ。南京出版社、2012 年。 
(5) 侯風雲「戦争対近代城市発展的破壊性影響：以太平天国戦争対南京的影響為例」『中国国家博物館館
刊』2011 年 10 期、p.129 所引の『左文襄公全集・書牘』巻 25（『近代中国史料叢刊』続編、文海出版
社、1979 年）、3570 頁。 
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【図 A 江寧府城図】 
 
























 管見の限り南京についてまとまった記述は、1890 年頃の市街を描写した【史料 1】が
も初期の一つである。 
 








3】1895 年 12 月、【史料 8】1901-02 年頃にも同じ様な記述があるが、おそらくはこの【史
料 1】を参考として著されたものであろう。この記事は 1881 年両江総督の地位に就いた
左宗棠によって再建が進められたとしている。以下提示する【史料 7】によれば、左宗棠
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(6) 同上所引の『張文襄公全集・奏議』巻 41（『近代中国史料叢刊』正編、文海出版社、1979 年）、2904
頁、2987 頁。 
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の約 10 年後、1894 年に任に就いた張之洞の下で南京市の道路建設などの事業が進められ
た(7)。 
 













  1902-02 年「市街は現在僅かに西南の一少角を占め、全面積の大半は田園或は荒蕪の
地多し。」【史料 6】p.124 




年 7 月参照）。鼓楼より北部については、次の【史料 11】、城内の北、玄武湖の南にある
北極閣からの情景がその雰囲気を表している。 
 







磁製塔の破壊について言及する史料が多く見られる。例えば【史料 2】【史料 4】【史料 6】
【史料 7】【史料 13】【史料 16】がその例である。その内の一つ【史料 6】を紹介する。 
 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(7) 前掲『南京通史・清代巻』第九章第二節「戦後的市政建設和公共事業」。 
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に過ぎない（【史料 5】1899 年 11 月、また後に引用する【史料 14】1906-10 年）。貢院
は、1903 年の時点では試験直後故に中に入ることは出来なかったが、まだ健在であった。 
 







  1917 年 11 月「貢院の一半は、已に壊廃して、圃となり居れり。他の一方も、恐らく
は数年を待たざる可し。」【史料 20】p.226 
















































【図 B 南京全図】 
 




































































Ⅱ 民国期(1)：1910 年代 
 南京市街は 1911 年の辛亥革命の戦禍を被った（【史料 20】【史料 21】【史料 23】【史
料 24】【史料 29】【史料 30】【史料 31】）。続く 1913 年にも第二革命が発生し、南京
市街にもその被害が及んだ。この内【史料 20】【史料 21】を例として提示する。徳富猪
一郎は南京を二度（【史料 10】1906 年 7 月、【史料 20】1917 年 11 月）訪問している。
その二回目の訪問時の記録が革命による都市の被害について触れている。 
 
  1917 年 11 月「南京は予が十二年前の曾遊時に比すれば、更らに再度の劫運を経たり。
第一革命の際には、張勲堅守の後、革命軍に占領せられ、新政府は此処に其基を定め










成立直後の 1912 年 8 月に南京を訪れた旅行者、前田利定の記録からその光景を見てみよ
う。 
 



































ただし 1910 年代の半ばにはその光景に幾つかの変化が見られる様になった。 
 
















これが 12 年前（【史料 10】1906 年 7 月）と比べての大きな変化であると述べる。 
 












































市の中に居る感はなく、あたかも村落の中を往くようであった。その 6 年後、1918 年の
【史料 21】には次のように記されている。 
 








さらに 1920 年、辛亥革命後約 10 年が経過した時点でも、ある旅行者はその荒廃を次のよ
うに嘆じている。 
 












いる（後述の【史料 32】1922 年春～夏）。以上が 1910 年代の南京市街の雰囲気であっ
た。 
 
Ⅲ 民国期(2)：1920 年代 
 ここでは 1920 年代、おおよそ民国 10 年代の南京市街の情況を概観する。まず初めに旅
行客が南京城内へと向かう、儀鳳門から鼓楼へと至る道の情況を確認しておきたい。 
 

























































































































Ⅳ おわりに：1927 年以降南京国民政府下の南京へ 




  1928 年 8 月「下関（シャーカン）駅から約一里にして南京の街に到着する。直ちに
その旅館を尋ねに廻はったが、運転手が案内したのは、どうも夫れらしくないのでお
かしく思うと夫れは医者のうち、之れではなゐと更に他を尋づねあぐんだが、跡形も




う。その後、4 月 18 日に南京は首都となる。そして南京国民政府の下で所謂“南京の十年”
が始まり、我々のプロジェクトが研究する土地調査事業も本格的に実行される。この時期
の南京市街の様相については機会を改めて考察したい。南京国民政府下の建設については





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 後藤朝太郎『支那民情を語る』雄山閣、1930年   
 
p.3「確に今日の南京では雲雀や鶯の歌ふ自然の春の音は聞かるるが例の秦淮の呼物、商女
の歌に画舫の音曲と云ったものは法度で禁ぜられ昔から南京の花と歌はれた流蓮荒亡の游
興気分など今は八釜しく封じられてしまった。されば或る意味から云って、今の南京城は
本当に充実した真剣味の首都だとも云へるであらう。都城を背景に国民政府の輪郭は大分
決まりかかって来た様だが、革命の功未だ成らず、広西に河南に暗雲低迷し湖南の地方尚
も又寝返りの心配があると云はれてゐる。」 
 
pp.3-4「今政府要人の標榜せる所のもの又当局として実現せんと努力しつつある所のもの
から南京の新面目を窺って見れば、随分その旧来と変わったものが数へられる。その鋭意
新首都の施設に努力せるものの意外に多いことは云ふを俟たぬが単にその市中を瞥見して
気付いたものだけでも例へば 
一、晴天白日旗を掲げた処を多く見ること 
二、中山服のユニフォームを著た軍兵を多く見ること 
三、中山道路の土木を竣工させたること 
四、国民政府の役所の看板を各所に見たること 
などが即座に数へられる。……。」 
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